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鈴
木

和か
ず

咲さ

(

女
・
哲
也)

豊

島

三
上

爽さ

羽わ

(

女
・
晃
史)

富

野

加
藤

妃
莉
ひ
ま
り(

女
・
久
登)

派
立
中

古
川

深み

空く

(

女
・
直
樹)

宮

川

打
越

士し

恩お
ん(

男
・
賢
一)

八

幡

田
中

彪
ひ
ょ
う
雅が

(

男
・
弥)

大
沢
内

田
中

友ゆ

庵あ
ん(

男
・
豊)

若
葉
町

太
田

塁る
い(

男
・
貴
義)

下
前
浜

三

上

秀

人(

今
泉
上)

小

野

悦

子(

下
高
根)

佐

藤

章

博(

大
沢
内)

新

岡

若

菜(

深
浦
町)

長

利

三
次
郎

84(

深
郷
田
下)

工

藤

ふ

さ

77(

豊

島)

古

川

ヒ

サ

72(

大
沢
内)

高

松

喬

75(

長

泥)

葛

西

ヒ

サ

91(

尾

別)

長

利

サ

ト

76(

下
豊
岡)

長

利

慶

助

78(

上
豊
岡)

古

川

幸

治

66(

尾

別)
三

浦

キ
ミ
ヨ

94(

下
前
中)

豊

澤

順

子

54(

若
葉
町)

加

藤

金

英

65(

新
町
二)

太

田

弘

67(

上

町)
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(

７
月
届
出
分)
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７月末現在(前月比)

人 口 14,743人(－５)

男 7,031人(±０)

女 7,712人(－５)

世帯数 5,168戸(＋９)

出生 ８ ／ 死亡 12

転入 24 ／ 転出 25
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暑
い
夏
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
去

り
ま
し
た
。

先
日
行
わ
れ
た
な
か
ど
ま
り
ま
つ
り
。

ね
ぶ
た
運
行
で
は
中
里
高
校
生
グ
ル
ー

プ
が
作
成
し
た
ね
ぶ
た
が
金
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。
町
の
若
者(

自
分
も
ま
だ

若
者
の
つ
も
り
だ
が)

の
活
力
も
す
ご

い
で
す
よ
ね
。
ま
た
、
よ
さ
こ
い
で
は

町
内
の
グ
ル
ー
プ
４
チ
ー
ム
が
参
加
。

観
客
か
ら
の
声
援
に
応
え
見
事
な
踊
り

を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。
マ
グ
ロ
解
体

シ
ョ
ー
で
は
、
40
㎏
の
小
泊
産
本
マ
グ

ロ
が
振
る
舞
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
長

蛇
の
列
。
自
分
も
味
見
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
が
大
間
の
マ
グ
ロ
よ
り
お
い
し
い
！

海
上
相
撲
大
会
で
は
、
普
段
の
相
撲
に

な
い
決
ま
り
手｢

す
べ
り
だ
し｣

や
行

司
と
力
士
と
も
に
海
へ
飛
び
込
み
取
り

直
し
な
ど
見
て
い
て
も
楽
し
い
イ
ベ
ン

ト
に
な
り
ま
し
た
。

９
月
は
、
竜
泊
ラ
イ
ン
ウ
ォ
ー
ク
や

袴
越
岳
登
山
な
ど
体
を
使
う
イ
ベ
ン
ト

が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
て
は

い
か
が
で
す
か
。

ま
た
21
日
に
は
中
里
中
の
生
徒
３
名

が
、
職
場
体
験
に
来
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
一
緒
に
取
材
や
記
事
の
構
成
を

し
、
ど
ん
な
広
報
が
で
き
る
か
楽
し
み

で
す
。

(

Ｍ
・
Ｋ)
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今
年
度
子
ど
も
居
場
所
づ
く
り

事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

｢

博
物
館
た
ん
け
ん
隊｣

な
ら
び

に｢

図
書
館
ク
ラ
ブ｣

と
い
う
名

称
で
、
平
日
午
後
３
時
〜
５
時
・

土
日
午
前
10
時
〜
12
時
に
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

初
日
と
な
る
７
月
８
日
の
メ
ニ
ュ
ー

は｢

藍
染
め｣

。

20
名
近
く
の
小

中
学
生
が
参
加

し
、
藍
染
め
ハ

ン
カ
チ
づ
く
り

に
挑
戦
し
ま
し

た
。

同
事
業
の
様
子
は
、
次
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

http://www.net.pref.aomori.
jp/ks-nakasato/2006museum/
2006kidsmuseum.html
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７
月
28
日
中
泊
町
教
育
委
員
会

は
、
中
泊
町
文
化
財
審
議
会
の
答

申
に
よ
り
、
中
里
地
区
に
伝
わ
る

盆
唄
・
盆
踊
り｢

中
里
な
に
も
さ

さ
踊
り｣

を
町
無
形
民
俗
文
化
財

に
指
定
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し

た
。盆

踊
り
は
、
時
代
と
と
も
に
踊

り
方
や
歌
詞
の
流
行
廃
り
が
認
め

ら
れ
、
緩
や
か
な
変
化
を
遂
げ
る

の
が
通
例
で
す
が
、｢

中
里
な
に

も
さ
さ
踊
り｣
も
、
と
く
に
昭
和

30
年
代
保
存
会
結
成
や
舞
台
発
表
、

コ
ン
ク
ー
ル
出
場
等
を
契
機
と
し

て
、
昔
な
が
ら
の｢

楽
し
む｣
た

め
の
踊
り
か
ら
、｢

見
せ
る｣
た

め
の
踊
り
へ
と
大
き
く
転
回
し
ま

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
底
流

に
は
、｢

ナ
ニ
モ
サ
サ｣

と
い
う

独
特
の
フ
レ
ー
ズ
や
、
音
頭
と
ハ

ヤ
シ
の
唱
和

に
よ
っ
て
進

行
す
る
ス
タ

イ
ル
、
仏
教

に
関
連
し
た

歌
詞
等
に
認

め
ら
れ
る
よ

う
な
古
い
形

態
が
色
濃
く

残
さ
れ
て
い

ま
す
。
指
定

に
際
し
て
は
、
そ
れ
ら
の
点
が
高

く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
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８
月
８
日
〜

９
日
岩
木
川
に

お
い
て｢

ヨ
シ

舟
づ
く
り
と
岩

木
川
体
験(

Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
岩
木

山
自
然
学
校
主

催)｣

が
開
催

さ
れ
、
23
名
の

小
学
生
が
参
加

し
ま
し
た
。
田
茂
木
鈴
木
産
業
さ

ん
の
作
業
場
で
製
作
し
た
ヨ
シ
舟

は
、
船
長
約
７
ｍ
で
10
〜
15
人
乗

り
の
立
派
な
も
の
。
子
ど
も
た
ち

は
、
ヨ
シ
舟
や
カ
ヌ
ー
で
散
策
し

た
り
、
着
の
身
着
の
ま
ま
川
に
入
っ

た
り
、
日
の
暮
れ
る
ま
で
川
遊
び

を
堪
能
し
ま
し
た
。
次
回
は
10
月

14
日｢

岩
木
川
が
育
む
リ
ン
ゴ
収

穫
体
験｣

。
問
合
せ
先
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
岩
木
山
自
然
学
校(
電
話
〇

一
七
二
―
八
三
―
二
六
七
〇)




